























































































































































































































＊=p<.05   ＊＊=p<.01
TABLE 2 素朴概念課題の正答率比較
















b1 （4）氷の水面 40.4 43.6
b2 （6）箱の鳥 20.6 28.2＊
b3 （11）投げ上げ 27.0＊＊ 9.6
b4 （12）途中落下 25.2 25.5
素朴概念 28.3 26.7
項目番号 原著番号 正答率田村 久原
a1-1 補助教材（1） 51.9 54.8
a1-2 補助教材（2） 53.6 55.4
a1-3 補助教材（3） 47.1 54.2
a1-4 補助教材（4） 66.4 65.1
a2-1 ブラウン氏（1） 18.2 48.2＊＊
a2-2 ブラウン氏（2） 51.2 59.6
a2-3 ブラウン氏（3） 6.9 10.8
a2-4 ブラウン氏（4） 69.7 78.9＊
a2-5 ブラウン氏（5） 60.2 68.7＊
a3-1 新生児死亡率（1） 53.2 66.9＊＊
a3-2 新生児死亡率（2） 42.0 45.8
a3-3 新生児死亡率（3） 50.5 54.2
a3-4 新生児死亡率（4） 40.5＊＊ 23.5
a4-1 コンピュータによる教育（1） 34.1 30.7
a4-2 コンピュータによる教育（2） 33.7 44.0＊
a4-3 コンピュータによる教育（3） 22.1 18.7
a4-4 コンピュータによる教育（4） 54.4 48.8
a4-5 コンピュータによる教育（5） 50.2 46.4
a4-6 コンピュータによる教育（6） 48.6 42.8






























































































迷信肯定 －.548＊＊ －.224＊＊ .083＊
習慣肯定 －.194＊＊ －.594＊＊ .133＊＊ .360＊＊
規範肯定 .068 .075 －.488＊＊ .042 －.047
推論タイプ1 .046 .083＊ －.129＊＊ .024 －.041 .078＊
推論タイプ2 .051 .052 －.085＊ .014 －.038 .114＊＊
推論タイプ3 .021 .152＊＊ －.206＊＊ －.039 －.112＊＊ .206＊＊
推論タイプ4 .150＊＊ .128＊＊ －.169＊＊ －.058 －.033 .185＊＊
批判的思考力 .095＊ .158＊＊ －.223＊＊ －.042 －.093＊ .237＊＊
素朴概念問1 .031 .039 －.046 －.028 －.042 －.030
素朴概念問2 .022 .008 －.001 －.022 －.024 －.069
素朴概念問3 －.020 －.049 .101＊ .031 .093＊ －.108＊＊
素朴概念問4 .084＊ .036 .011 －.128＊＊ －.037 －.038


























































































































































































































































　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ⅰ　　Ⅱ　　Ⅲ  　共通性 
h18 私は、周りの人達より、優れた才能を持っていると思う .828 .256 .007 .751 
h31 私は、周りの人に影響を与えることができるような才能を持っている .807 .153 －.026 .675 
h 2 私は、周りの人達より有能な人間であると思う .796 .124 －.059 .652 
h 1 私は、才能に恵まれた人間であると思う .772 .144 .022 .618 
h20 私は、周りの人が学ぶだけの値打ちある長所を持っている .705 .178 .002 .528 
h15 私は、どんなことでも上手くこなせる人間だと思う .690 .276 .073 .558 
h16 周りの人々は、私の才能を認めてくれる .606 .210 .109 .423 
h36 私が言えば、どんなことでもみんな信用してくれる .580 .069 －.082 .347 
h37 周りの人達が自分のことを良い人間だといってくれるので、自分でもそうなんだと思う .520 .166 .005 .297 
h22 私に接する人はみんな、私という人間を気に入ってくれるようだ .470 .061 －.012 .224 
h38 問題に取り組んでいるときに進み具合を確認し、現状の方法を見直すことができる .177 .785 .001 .647 
h17 問題に取り組むときに、問題の位置づけ、意義、特質を考えることができる .340 .703 －.037 .611 
h23 問題に取り組むとき、その問題の内容で重要なところを見つけることができる .343 .691 .100 .605 
h27 問題を解決するときには、その問題にあわせてやり方を変えることができる .199 .656 －.005 .470 
h11 問題に取り組むとき、難易度を判断してそれに適した方法を見つけることができる .382 .624 －.026 .536 
h 3 問題に取り組むときに、自分に解決できるか見通しを立てることができる .197 .561 .115 .367 
h12 自分の注意力や集中力について考えたり、他人と比較したりすることができる .156 .398 .222 .233 
h 7 ２，３人の人と非常に親密な友情をもてれば、満足である －.055 .168 .086 .039 
h25 私らしさや私のすることに共感してくれる人のそばにいたいと強く思う －.143 .068 .676 .482 
h35 私の存在価値を認め、大切に思ってくれる人のそばにいたい －.046 .055 .663 .444 
h 9 周りの人が私の存在に気づき、私らしさを認めてくれたらいいと思う .038 .025 .647 .421 
h 8 好感を持てる人と友達になれると非常に満足する －.200 .145 .624 .450 
h 4 私に惹かれて、夢中になってくれるひとと一緒にいたい .004 .063 .547 .303 
h14 いろいろな人と一緒にいて、その人たちについて知ることは興味深い .146 .159 .371 .184 
h33 私をあまり肯定してくれない人と一緒にいたくない .092 －.108 .297 .108 
h 5 いつも私は話しているうちに、話の中心になってしまう .222 －.048 .291 .137 
h29 仕事で、あるいは、別の場面で自分が何をしてよいのかわからないとき、手がかりとして人をみる －.093 .163 .291 .119 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  平方和 5.40 3.32 2.51 
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